
(57)【要約】

【課題】埋め込み配線における腐食の発生を防止し、信

頼性の高い半導体装置及びその製造方法を提供する。

【解決手段】半導体装置の製造方法は、基板３１上に第

１絶縁膜３２を形成する工程と、第１絶縁膜３２に第１

埋め込み配線３４を形成する工程と、第１埋め込み配線

３４を含む基板上に第２絶縁膜３５を形成する工程と、

第２絶縁膜３５から第１絶縁膜３２にまたがり、ボンデ

ィングパッドとなる第２埋め込み配線４２を形成する工

程とを含んでいる。第１埋め込み配線３４及び第２埋め

込み配線４２を形成する際のＣＭＰ時に第１埋め込み配

線３４と第２埋め込み配線４２とが同時に研磨液に触れ

ないので、第１埋め込み配線３４に腐食が発生するのを

防ぐことができる。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
半 導 体 基 板 と 、 上 記 半 導 体 基 板 上 に 設 け ら れ た 複 数 の 半 導 体 素 子 と 、 上 記 半 導 体 基 板 及 び
上 記 半 導 体 素 子 の 上 方 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 の 上 に 設 け ら れ た 第 ２
の 絶 縁 膜 と 、 複 数 の 配 線 層 と を 備 え る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
上 記 配 線 層 は 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る 導 電 体 か ら な る 第 １ の 配 線 と 、
上 記 第 １ の 配 線 の 一 部 と 異 な る 配 線 幅 を 有 し 、 少 な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 第
２ ト レ ン チ を 埋 め て 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 導 電 体 か ら な る 第 ２ の 配 線 と
を 有 し て い る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン
の う ち の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 は 共 に 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ て お
り 、
上 記 第 ２ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 と 上 記 第 ２ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 は 互 い に 接 触 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 は 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、
上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も ２ つ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ の 配 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ ～ ４ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ３ ～ ６ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 に は 第 ３ 絶 縁 膜 が さ ら に 設 け ら れ て お り 、
上 記 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 の 上 に は 、 上 記 第 ３ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 導 電 体 か ら な る 接
続 部 材 が さ ら に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 基 板 は 下 層 配 線 を さ ら に 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 結 ぶ 第 １ プ ラ グ
と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 結 ぶ 第 ２ プ ラ グ
と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 基 板 は 不 純 物 拡 散 層 を さ ら に 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接
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続 す る 第 １ プ ラ グ と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接
続 す る 第 ２ プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 素 子 は ゲ ー ト 電 極 を 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続
す る 第 １ プ ラ グ と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続
す る 第 ２ プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ２ ～ １ ０ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ の 配 線 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の い ず れ か と し て
機 能 す る 部 分 の 配 線 幅 は ２ ０ μ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン
の う ち の い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 は 共 に 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ て お
り 、
上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 と 上 記 第 ２ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 は 互 い に 接 触 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 は 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、
上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も ２ つ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ の 配 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ２ ～ １ ５ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 に は 第 ３ 絶 縁 膜 が さ ら に 設 け ら れ て お り 、
上 記 第 １ 埋 め 込 み 配 線 の う ち 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な る 部 分 の 上 に は 、 上 記 第 ３ 絶 縁 膜
を 貫 通 し て 設 け ら れ た 導 電 体 か ら な る 接 続 部 材 が さ ら に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 基 板 は 下 層 配 線 を さ ら に 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す
る 第 １ プ ラ グ と 、
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上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す
る 第 ２ プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 基 板 は 不 純 物 拡 散 層 を さ ら に 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接
続 す る 第 １ プ ラ グ と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接
続 す る 第 ２ プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 半 導 体 素 子 は ゲ ー ト 電 極 を 有 し て お り 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続
す る 第 １ プ ラ グ と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続
す る 第 ２ プ ラ グ と
を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ ２ ～ ２ ０ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の い ず れ か と し て
機 能 す る 部 分 の 配 線 幅 は ２ ０ μ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
請 求 項 １ ～ ２ １ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 と は 互 い に 異 な る 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
請 求 項 １ ～ ２ ２ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
上 記 第 １ の 配 線 及 び 上 記 第 ２ の 配 線 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン 、
タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と も １
つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 基 板 の 上 方 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 に 第 １ ト レ ン チ を 形 成 す
る 工 程 （ ａ ） と 、
上 記 第 １ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｂ ） と 、
化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 １ 導 電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る
第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｃ ） と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 導 電 膜 の 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｄ ） と 、
少 な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｅ ） と 、
上 記 第 ２ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｆ ） と 、
上 記 第 ２ 導 電 体 を 加 工 す る こ と に よ り 、 少 な く と も 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め 、 且 つ 上 記 第
１ の 導 電 膜 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 導 電 膜 を 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 同 じ 配 線 層 内 に 形
成 す る 工 程 （ ｇ ） と
を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ
ン の う ち の い ず れ か と し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 化 学 的 機 械 的 研 磨 を 用 い て 上 記 第 ２ 導 電 体 を 研 磨 し 、 上 記 第 ２ の 導
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電 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 上 記 第 ２ の 導 電 膜 を 形
成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
請 求 項 ２ ４ ～ ２ ６ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
請 求 項 ２ ４ ～ ２ ７ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 上 に 第 ３ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｈ ） と 、
上 記 第 ３ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の う ち 上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と
し て 機 能 す る 部 分 の 上 方 に 位 置 す る 領 域 に 第 ３ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｉ ） と 、
上 記 第 ３ ト レ ン チ を 埋 め 、 上 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 部 分 に 接 続 さ れ る 接 続
部 材 を 形 成 す る 工 程 （ ｊ ） と
を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
請 求 項 ２ ４ ～ ２ ８ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 工 程 （ ａ ） は 、 上 記 第 １ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｃ ） は 、 上 記 第 １ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 １ プ ラ グ
を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｅ ） は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｇ ） は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 ２ プ ラ グ
を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
請 求 項 ２ ４ ～ ２ ９ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 構 成 材 料 は 互 い に 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
請 求 項 ２ ４ ～ ３ ０ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ
ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と
も １ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 基 板 の 上 方 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 に 第 １ ト レ ン チ を 形 成 す
る 工 程 （ ａ ） と 、
上 記 第 １ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｂ ） と 、
化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 １ 導 電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る
第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｃ ） と 、
上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 導 電 膜 の 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｄ ） と 、
少 な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｅ ） と 、
上 記 第 ２ ト レ ン チ を 含 む 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｆ ） と 、
上 記 第 ２ 導 電 体 を 加 工 す る こ と に よ り 、 少 な く と も 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め 、 且 つ 上 記 第
１ の 導 電 膜 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 導 電 膜 を 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 同 じ 配 線 層 内 に 形
成 す る 工 程 （ ｇ ） と
を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
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上 記 第 ２ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ
ン の う ち の い ず れ か と し て 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 上 に 第 ３ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｈ ） と 、
上 記 第 ３ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の う ち 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と
し て 機 能 す る 部 分 の 上 方 に 位 置 す る 領 域 に 第 ３ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｉ ） と 、
上 記 第 ３ ト レ ン チ を 埋 め 、 上 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 部 分 に 接 続 さ れ る 接 続
部 材 を 形 成 す る 工 程 （ ｊ ） と
を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
請 求 項 ３ ２ ～ ３ ４ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 工 程 （ ａ ） は 、 上 記 第 １ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｃ ） は 、 上 記 第 １ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 １ プ ラ グ
を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｅ ） は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、
上 記 工 程 （ ｇ ） は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 ２ プ ラ グ
を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
請 求 項 ３ ２ ～ ３ ５ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 研 磨 す る こ と で 上 記 第 ２ の 導 電 膜 を
形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
請 求 項 ３ ２ ～ ３ ６ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 構 成 材 料 は 互 い に 異 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る
半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
請 求 項 ３ ２ ～ ３ ７ の う ち い ず れ か １ つ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ
ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と
も １ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 埋 め 込 み 配 線 及 び ボ ン デ ィ ン グ パ
ッ ド 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
半 導 体 装 置 の 微 細 化 が 進 む に つ れ 、 配 線 の 抵 抗 や 、 エ レ ク ト ロ マ イ グ レ ー シ ョ ン な ど の 問
題 が 表 面 化 し て き て い る 。 エ レ ク ト ロ マ イ グ レ ー シ ョ ン と は 、 配 線 材 料 の 金 属 原 子 が 電 子
と の 衝 突 に よ り 振 動 し 、 断 線 な ど を 起 こ す 現 象 で あ り 、 配 線 抵 抗 と 同 様 に 、 配 線 の 断 面 積
が 小 さ く な る ほ ど 顕 著 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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こ の た め 、 微 細 化 し た 半 導 体 装 置 で は 、 従 来 の ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） に 代 え て よ り 低 抵 抗
で 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 の あ る 銅 （ Ｃ ｕ ） が 、 配 線 材 料 と し て 用 い ら れ る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
Ｃ ｕ は Ａ ｌ に 比 べ て エ ッ チ ン グ が 難 し い 材 料 で あ る の で 、 Ｃ ｕ を 配 線 材 料 と す る 場 合 、 あ
ら か じ め 形 成 し た ト レ ン チ を 埋 め る こ と に よ っ て 配 線 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 埋 め 込 み 配 線 技 術 は 、 半 導 体 装 置 を 外 部 端 子 等 に 接 続 す る た め の ボ ン デ ィ ン グ
パ ッ ド に も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ９ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 従 来 の 埋 め 込 み 配 線 技 術 を 用 い た 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ９ （ ａ ） に 示 す 例 で は 、 ま ず 半 導 体 素 子 を 有 す る 半 導 体 基 板 １ １ １ 上 に 例 え ば 酸 化 膜 を
堆 積 す る こ と に よ り 、 絶 縁 膜 １ １ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 絶 縁 膜 １ １ ２ に リ ソ グ ラ フ ィ 処 理 及 び ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 施 し 、 一 方 の 幅 が 狭 く 、
他 方 の 幅 が 大 き い ト レ ン チ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 い で 、 図 示 し な い タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル を 堆 積 後 シ ー ド 銅 を 堆 積 す る 。 そ の 後 、
電 解 め っ き 法 に よ り 銅 （ Ｃ ｕ ） を 堆 積 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 化 学 的 機 械 的 研 磨 （ Ｃ Ｍ Ｐ ） に て タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と Ｃ ｕ を 、 絶 縁 膜 １
１ ２ が 露 出 す る ま で 研 磨 し 、 ト レ ン チ を 埋 め る 埋 め 込 み 配 線 １ １ ４ 及 び ボ ン デ ィ ン グ パ ッ
ド １ １ ３ を 一 体 と し て 形 成 す る 。 タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル は 、 Ｃ ｕ が 半 導 体 基 板 中 に
拡 散 す る の を 防 ぐ た め の バ リ ア メ タ ル と し て 働 く 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 手 法 で 形 成 さ れ た 配 線 は 、 一 般 に シ ン グ ル ダ マ シ ン 配 線 と 呼 ば れ 、 タ ン グ ス テ ン な ど
か ら な る プ ラ グ を 介 し て 下 層 配 線 や 半 導 体 基 板 に 接 続 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す 例 で は 、 ま ず 半 導 体 素 子 及 び 下 層 配 線 １ １ ５ を 有 す る 半 導 体 基 板
１ １ １ （ 図 示 省 略 ） 上 に 例 え ば 酸 化 膜 を 堆 積 す る こ と に よ り 、 絶 縁 膜 １ １ ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ の 後 、 絶 縁 膜 １ １ ６ に リ ソ グ ラ フ ィ ー 処 理 及 び ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 施 し 、 ト レ ン チ 及 び
ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 。 続 い て 、 タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル を 基 板 上 に 堆 積 後 、 電 解
め っ き 法 に よ り Ｃ ｕ を 堆 積 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 Ｃ Ｍ Ｐ に よ り タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と Ｃ ｕ と を 絶 縁 膜 １ １ ６ が 露 出 す る ま で
研 磨 し 、 埋 め 込 み 配 線 １ １ ８ 及 び ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ １ ７ と 、 埋 め 込 み 配 線 １ １ ８ 及 び
ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド １ １ ７ と 下 層 配 線 １ １ ５ と を そ れ ぞ れ 接 続 す る プ ラ グ と を 同 時 に 形 成
す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 手 法 に よ り 形 成 さ れ た 配 線 は 、 一 般 に デ ュ ア ル ダ マ シ ン 配 線 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
シ ン グ ル ダ マ シ ン 及 び デ ュ ア ル ダ マ シ ン の い ず れ の 場 合 で も 、 最 上 層 配 線 に 設 け ら れ た ボ
ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 介 し て 半 導 体 チ ッ プ の 外 部 に あ る プ リ ン ト 基 板 な ど と の 電 気 的 に 接 続
す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の ダ マ シ ン 工 程 に お い て 、 最 上 層 に 位 置 す る 配 線 層 内 で は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と 配
線 と が 同 時 に 形 成 さ れ る 。 そ の 際 に 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と 配 線 と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て
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い る 場 合 、 Ｃ Ｍ Ｐ に よ る 研 磨 工 程 も し く は 研 磨 後 の 洗 浄 工 程 に お い て 、 配 線 部 に 腐 食 部 １
１ ９ （ 図 ９ （ ａ ） ， （ ｂ ） 参 照 ） が 生 じ る と い う 不 具 合 が あ っ た 。 こ の よ う な 腐 食 は Ｃ Ｍ
Ｐ で 用 い る 研 磨 液 や 洗 浄 工 程 で 用 い る 洗 浄 液 に よ っ て 配 線 を 構 成 す る Ｃ ｕ が 侵 さ れ る こ と
に よ り 生 じ る 。 す な わ ち 、 腐 食 と は 、 配 線 な ど の 構 成 材 料 が 薬 品 に よ っ て 変 質 あ る い は 溶
出 し た 状 態 を 指 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 配 線 の 腐 食 は 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 配 線 と ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と が 直 接 接 し て
い る 場 合 だ け で な く 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う な 、 配 線 と ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と が 間 接 的 に
接 続 さ れ て い る 場 合 に も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
配 線 に 腐 食 を 生 じ る と 、 接 続 不 良 の 他 、 設 計 か ら 期 待 さ れ る よ り も 配 線 抵 抗 が 増 大 す る 等
の 不 具 合 が 生 じ 、 特 に 微 細 化 し た 半 導 体 装 置 で は 致 命 的 な 故 障 の 原 因 と も な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 埋 め 込 み 配 線 に お け る 腐 食 の 発 生 を 防 止 し 、 信 頼 性 の 高 い 半 導 体 装 置 及
び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 基 板 と 、 上 記 半 導 体 基 板 上 に 設 け ら れ た 複 数 の 半 導 体 素 子
と 、 上 記 半 導 体 基 板 及 び 上 記 半 導 体 素 子 の 上 方 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 と 、 上 記 第 １ 絶 縁
膜 の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、 複 数 の 配 線 層 と を 備 え る 半 導 体 装 置 で あ っ て 、 上 記
配 線 層 は 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ た 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る 導 電 体 か ら な る 第 １ の 配 線
と 、 上 記 第 １ の 配 線 の 一 部 と 異 な る 配 線 幅 を 有 し 、 少 な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 設 け ら れ
た 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め て 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 導 電 体 か ら な る 第 ２ の 配
線 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 構 造 に よ り 、 製 造 工 程 中 に 第 １ の 配 線 ま た は 第 ２ の 配 線 に 生 じ る 腐 食 を 防 ぐ こ と が で
き る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 信 頼 性 は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 よ り も 向 上 し て い る
。 ま た 、 配 線 に お い て 、 腐 食 に よ る 抵 抗 の 増 大 や マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 の 低 下 を 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 第 ２ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン
の う ち の い ず れ か で あ る こ と に よ り 、 配 線 の 腐 食 を 防 止 す る 効 果 が 顕 著 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
特 に 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 は 共 に 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら
れ て お り 、 上 記 第 ２ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 第 １ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 と 上 記 第 ２ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 は 互 い に 接 触 し て い
て も よ い 。 こ の 場 合 に も 、 第 １ の 配 線 を 形 成 す る た め の Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 に お い て 、 幅 の 異 な る
配 線 が 同 時 に 研 磨 液 に 触 れ る こ と が な い の で 、 腐 食 の 発 生 は 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 第 １ の 配 線 は 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少
な く と も ２ つ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ の 配 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 例
え ば 上 記 第 １ の 配 線 が 配 線 幅 が 異 な る 複 数 の 配 線 を 含 ん で い る 場 合 に も 、 Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 に お
い て 、 幅 の 異 な る 配 線 が 同 時 に 研 磨 液 に 触 れ る こ と が な い の で 、 腐 食 の 発 生 が 防 止 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 第 ２ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と に よ
り 、 第 ２ の 配 線 の 断 面 積 が 大 き く な る の で 、 電 気 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 そ の た め
、 第 ２ の 配 線 が 電 源 ラ イ ン な ど の 大 電 流 が 流 れ る 配 線 で あ る と き に 、 特 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 に は 第 ３ 絶 縁 膜 が さ ら に 設 け ら れ て お り 、 上 記 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 の 上
に は 、 上 記 第 ３ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 導 電 体 か ら な る 接 続 部 材 が さ ら に 設 け ら れ て
い る こ と に よ り 、 第 ２ の 配 線 が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ り 、 ワ イ ヤ や バ ン プ な ど と の 密 着
性 が 悪 い 場 合 で も 、 外 部 端 子 に 良 好 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 半 導 体 基 板 は 下 層 配 線 を さ ら に 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上
記 第 １ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通
し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ プ ラ グ と を さ ら
に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 上 記 半 導 体 基 板 は 不 純 物 拡 散 層 を さ ら に 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設
け ら れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第
１ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る
第 ２ プ ラ グ と を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
あ る い は 、 上 記 半 導 体 素 子 は ゲ ー ト 電 極 を 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら
れ 、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第 １ 絶 縁
膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ プ ラ
グ と を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 第 ２ の 配 線 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の い ず れ か と し て
機 能 す る 部 分 の 配 線 幅 は ２ ０ μ ｍ 以 上 で あ る 場 合 に は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 に 比 べ て 配 線 の
腐 食 防 止 効 果 が 特 に 顕 著 に 見 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン
の う ち の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 は 共 に 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ て お
り 、 上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 第 １ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 と 上 記 第 ２ の 配 線 の 少 な く と も 一 部 は 互 い に 接 触 し て い
て も よ い 。 こ の 場 合 に も 、 Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 に お い て 配 線 幅 が 異 な る 配 線 が 同 時 に 露 出 し な い の
で 、 配 線 の 腐 食 が 効 果 的 に 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 第 １ の 配 線 は 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 上 記 第 １ の 配 線 の う ち 少
な く と も ２ つ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ の 配 線 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と に よ り 、 第
１ の 配 線 を 形 成 す る た め の Ｃ Ｍ Ｐ を 行 な う 際 に 、 配 線 幅 の 異 な る 配 線 同 士 が 接 続 さ れ て い
な い の で 、 第 １ の 配 線 に お け る 腐 食 の 発 生 が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 第 ２ の 配 線 は 、 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 か ら 上 記 第 １ 絶 縁 膜 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る こ と に よ
っ て 、 第 ２ の 配 線 に お け る 電 気 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の 上 に は 第 ３ 絶 縁 膜 が さ ら に 設 け ら れ て お り 、 上 記 第 １ 埋 め 込 み 配 線 の う
ち 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な る 部 分 の 上 に は 、 上 記 第 ３ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ た 導 電
体 か ら な る 接 続 部 材 が さ ら に 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 第 １ の 配 線 が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ
ド で あ り 、 ワ イ ヤ や バ ン プ な ど と の 密 着 性 が 悪 い 場 合 で も 、 外 部 端 子 に 良 好 に 接 続 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 半 導 体 基 板 は 下 層 配 線 を さ ら に 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上
記 第 １ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通
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し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 下 層 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ プ ラ グ と を さ ら
に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 記 半 導 体 基 板 は 不 純 物 拡 散 層 を さ ら に 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ
、 上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第 １ 絶 縁
膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 不 純 物 拡 散 層 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ プ
ラ グ と を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 半 導 体 素 子 は ゲ ー ト 電 極 を 有 し て お り 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し て 設 け ら れ 、 上 記 第
１ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 １ プ ラ グ と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 を 貫 通 し
て 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ の 配 線 と 上 記 ゲ ー ト 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 第 ２ プ ラ グ と を さ ら
に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 第 １ の 配 線 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の い ず れ か と し て
機 能 す る 部 分 の 配 線 幅 は ２ ０ μ ｍ 以 上 で あ る 場 合 に は 、 従 来 の 半 導 体 装 置 に 比 べ て 配 線 の
腐 食 防 止 効 果 が 特 に 顕 著 に 見 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
上 記 第 １ の 配 線 と 上 記 第 ２ の 配 線 と は 互 い に 異 な る 材 料 か ら 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、
例 え ば 配 線 部 分 は Ｃ ｕ で 、 パ ッ ド 部 分 は Ａ ｌ な ど 、 必 要 に 応 じ た 材 料 で 構 成 す る こ と が で
き 、 よ り 性 能 の よ い 半 導 体 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 第 １ の 配 線 及 び 上 記 第 ２ の 配 線 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン 、
タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と も １
つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 発 明 の 第 １ の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 基 板 の 上 方 に 設 け
ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 に 第 １ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ａ ） と 、 上 記 第 １ ト レ ン チ を 含 む 上 記
第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｂ ） と 、 化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 １ 導
電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｃ ）
と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 導 電 膜 の 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｄ ） と 、 少
な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｅ ） と 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 含
む 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｆ ） と 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を 加 工 す る こ
と に よ り 、 少 な く と も 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め 、 且 つ 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 電 気 的 に 接 続 さ
れ る 第 ２ の 導 電 膜 を 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 同 じ 配 線 層 内 に 形 成 す る 工 程 （ ｇ ） と を 含 む 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ
ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の う ち の い ず れ か と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 方 法 に よ り 、 工 程 （ ｃ ） の 化 学 的 機 械 的 研 磨 （ Ｃ Ｍ Ｐ ） 時 に 第 １ の 導 電 膜 の う ち 、 幅
の 異 な る 部 分 が 互 い に 接 続 さ れ て い な い の で 、 第 １ の 導 電 膜 に お け る 腐 食 の 発 生 を 防 止 す
る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ の 導 電 膜 の 一 部 が 配 線 幅 の 広 い ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド や 電 源 ラ
イ ン 、 接 地 ラ イ ン な ど で あ る 場 合 に は 有 効 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 信 頼
性 の 高 い 半 導 体 装 置 を 高 い 歩 留 ま り で 製 造 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 化 学 的 機 械 的 研 磨 を 用 い て 上 記 第 ２ 導 電 体 を 研 磨 し 、 上 記 第 ２ の 導
電 膜 を 形 成 す る こ と に よ り 、 特 に Ｃ ｕ な ど 、 エ ッ チ ン グ が 困 難 な 材 料 を 用 い て も 第 ２ の 導
電 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 第 １ の 導 電 膜 の 上 に は 第 ２ 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ て
い る の で 、 Ｃ Ｍ Ｐ 時 に 第 １ の 導 電 膜 と 第 ２ の 導 電 膜 の う ち 幅 が 異 な る 部 分 が 同 時 に 研 磨 液
に 触 れ る こ と が な い 。 こ の た め 、 第 １ の 導 電 膜 ま た は 第 ２ の 導 電 膜 の 腐 食 が 抑 え ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 上 記 第 ２ の 導 電 膜 を 形
成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ 、
上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 場 合 に も 第
１ の 導 電 膜 や 第 ２ の 導 電 膜 に 腐 食 を 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 上 に 第 ３ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｈ ） と 、 上 記 第
３ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の う ち 上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機
能 す る 部 分 の 上 方 に 位 置 す る 領 域 に 第 ３ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｉ ） と 、 上 記 第 ３ ト レ
ン チ を 埋 め 、 上 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 部 分 に 接 続 さ れ る 接 続 部 材 を 形 成 す
る 工 程 （ ｊ ） と を さ ら に 含 む こ と に よ り 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ る 第 １ の 導 電 膜 が ワ イ
ヤ や バ ン プ な ど と の 密 着 性 が 悪 い 場 合 に も 、 外 部 端 子 な ど と 良 好 に 接 続 す る こ と が で き る
。 す な わ ち 、 こ の 方 法 に よ れ ば 、 信 頼 性 の 高 い 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
上 記 工 程 （ ａ ） は 、 上 記 第 １ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｃ ） は 、 上 記 第 １ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 埋
め る 第 １ プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｅ ） は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ か ら
下 方 に 延 び る 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｇ ） は 、 上 記 第
２ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 ２ プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含
む こ と に よ り 、 第 １ 導 電 体 と 第 １ プ ラ グ 及 び 第 ２ 導 電 体 と 第 ２ プ ラ グ を そ れ ぞ れ 同 時 に 形
成 す る こ と が で き る の で 、 工 程 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 構 成 材 料 は 互 い に 異 な っ て い る こ と に よ り 、 必 要
に 応 じ て 最 適 な 材 料 を 用 い る こ と で 、 よ り 性 能 の 良 い 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ
ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と
も １ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 第 ２ の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 半 導 体 基 板 の 上 方 に 設 け
ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 に 第 １ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ａ ） と 、 上 記 第 １ ト レ ン チ を 含 む 上 記
第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 １ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｂ ） と 、 化 学 的 機 械 的 研 磨 に よ り 上 記 第 １ 導
電 体 を 研 磨 し 、 少 な く と も 上 記 第 １ ト レ ン チ を 埋 め る 第 １ の 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｃ ）
と 、 上 記 第 １ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 １ の 導 電 膜 の 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｄ ） と 、 少
な く と も 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｅ ） と 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 含
む 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 導 電 体 を 堆 積 す る 工 程 （ ｆ ） と 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を 加 工 す る こ
と に よ り 、 少 な く と も 上 記 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め 、 且 つ 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 電 気 的 に 接 続 さ
れ た 第 ２ の 導 電 膜 を 、 上 記 第 １ の 導 電 膜 と 同 じ 配 線 層 内 に 形 成 す る 工 程 （ ｇ ） と を 含 む 半
導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ
ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 及 び 接 地 ラ イ ン の う ち の い ず れ か と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
こ の 方 法 に よ り 、 工 程 （ ｃ ） 及 び 工 程 （ ｇ ） の Ｃ Ｍ Ｐ 時 に 第 １ の 導 電 膜 と 第 ２ の 導 電 膜 と
が 同 時 に 研 磨 液 に 触 れ な い の で 、 い ず れ の 導 電 膜 に お い て も 腐 食 の 発 生 を 防 止 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 第 ２ の 導 電 膜 の 一 部 が 広 い 配 線 幅 を 有 し 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド や 電 源 ラ イ
ン 、 接 地 ラ イ ン な ど と し て 機 能 す る 場 合 で あ っ て も 、 第 ２ の 導 電 膜 の 各 部 が 互 い に 分 離 し
て い る の で 、 第 ２ の 導 電 膜 に 腐 食 が 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 と は 上 記 配 線 層 の う ち 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ 、
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上 記 第 １ の 導 電 膜 の う ち 少 な く と も 一 部 は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 場 合 に も 、
第 １ の 導 電 膜 及 び 第 ２ の 導 電 膜 に 生 じ る 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 記 第 ２ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 上 に 第 ３ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 （ ｈ ） と 、 上 記 第
３ 絶 縁 膜 及 び 上 記 第 ２ 絶 縁 膜 の う ち 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の う ち ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機
能 す る 部 分 の 上 方 に 位 置 す る 領 域 に 第 ３ ト レ ン チ を 形 成 す る 工 程 （ ｉ ） と 、 上 記 第 ３ ト レ
ン チ を 埋 め 、 上 記 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 部 分 に 接 続 さ れ る 接 続 部 材 を 形 成 す
る 工 程 （ ｊ ） と を さ ら に 含 む こ と に よ り 、 第 ２ の 導 電 膜 が ワ イ ヤ や バ ン プ な ど と の 密 着 性
が 悪 い 材 料 で 構 成 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 外 部 端 子 な ど と 良 好 に 接 続 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
上 記 工 程 （ ａ ） は 、 上 記 第 １ ト レ ン チ か ら 下 方 に 延 び る 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程
を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｃ ） は 、 上 記 第 １ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 埋
め る 第 １ プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｅ ） は 、 上 記 第 ２ ト レ ン チ か ら
下 方 に 延 び る 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含 み 、 上 記 工 程 （ ｇ ） は 、 上 記 第
２ 導 電 体 か ら な り 、 上 記 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 ２ プ ラ グ を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 含
む こ と に よ り 、 第 ２ の 導 電 膜 の 一 部 が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 、 電 源 ラ イ ン 、 接 地 ラ イ ン な ど
と し て 機 能 す る 場 合 に も 、 少 な い 工 程 で 本 発 明 の 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が 可 能 に な る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
上 記 工 程 （ ｇ ） で は 、 上 記 第 ２ 導 電 体 を Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 研 磨 す る こ と で 上 記 第 ２ の 導 電 膜 を
形 成 し て も よ い 。 こ の 際 に 、 第 １ の 導 電 膜 は 研 磨 液 に 触 れ る こ と が な い の で 、 第 １ の 導 電
膜 が 腐 食 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 と 上 記 第 ２ の 導 電 膜 の 構 成 材 料 は 互 い に 異 な っ て い る こ と に よ り 、 よ り
性 能 の 良 い 半 導 体 装 置 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
上 記 第 １ の 導 電 膜 及 び 上 記 第 ２ の 導 電 膜 は 、 タ ン タ ル 、 窒 化 タ ン タ ル 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ
ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銀 、 金 、 白 金 の う ち 少 な く と
も １ つ を 含 む 金 属 か ら 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
埋 め 込 み 配 線 に お け る 腐 食 を 防 止 す る た め 、 本 願 発 明 者 ら は 、 配 線 が 腐 食 す る 原 因 を 調 べ
る こ と か ら 始 め た 。 腐 食 は Ｃ Ｍ Ｐ 時 の 研 磨 液 ま た は 洗 浄 液 に Ｃ ｕ が 溶 け 出 す こ と に よ り 生
じ る こ と が 分 か っ て い た の で 、 ど の よ う な 条 件 下 で 腐 食 が 起 こ る の か を 調 べ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
種 々 の 形 状 の 最 上 層 配 線 に つ い て 調 べ た 結 果 、 面 積 の 広 い 部 分 と 狭 い 部 分 が 接 続 さ れ た 状
況 で 、 面 積 の 狭 い 配 線 に 腐 食 が 生 じ る こ と が 分 か っ た 。 例 え ば 、 長 さ ８ ０ μ ｍ で 幅 ０ ． ２
２ μ ｍ の 配 線 に 一 辺 が ５ ０ μ ｍ の パ ッ ド が 接 続 さ れ た 条 件 で は 、 配 線 側 に 腐 食 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
さ ら に 、 配 線 幅 を 一 定 に し 、 パ ッ ド 面 積 を 大 き く し た 場 合 、 腐 食 部 分 は さ ら に 大 き く な る
こ と が 確 認 さ れ た 。 逆 に 、 パ ッ ド 面 積 を 小 さ く し た 場 合 、 一 辺 が ２ ０ μ ｍ 以 上 に な る と 腐
食 が 顕 著 に な る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
こ れ に 対 し 、 配 線 と パ ッ ド と が 接 続 さ れ な い 場 合 に は 、 腐 食 が 生 じ な か っ た 。 ま た 、 幅 が
均 一 な 配 線 を 形 成 し て も 、 腐 食 は 生 じ な か っ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 願 発 明 者 ら は 、 腐 食 の 生 じ る 機 構 に つ い て 以 下 の よ う な 推 論 を 立 て
た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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ま ず 、 配 線 を 構 成 す る Ｃ ｕ が 研 磨 液 に 触 れ る と 、 配 線 全 体 で Ｃ ｕ → Ｃ ｕ ２ ＋ ＋ ２ ｅ － の よ
う に Ｃ ｕ が イ オ ン 化 す る 。 こ の Ｃ Ｍ Ｐ の 際 に 、 配 線 を 構 成 す る Ｃ ｕ が 、 周 囲 の バ リ ア 膜 を
除 去 さ れ る な ど で 電 気 的 に フ ロ ー テ ィ ン グ な 状 態 に な っ た 場 合 に は 、 配 線 と パ ッ ド で 面 積
の 大 き さ が 違 う た め に 電 位 差 が 生 じ 、 そ の 結 果 、 細 い 部 分 で イ オ ン 化 が 進 み 、 腐 食 が 生 じ
る 。 配 線 と パ ッ ド と の 電 位 差 は 、 両 部 分 が 間 接 的 に 接 続 さ れ る 場 合 で も 生 じ る の で 、 こ の
時 に も 腐 食 が 生 じ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
こ の 仮 説 か ら 、 配 線 の 腐 食 を 防 ぐ た め に は 、 Ｃ Ｍ Ｐ 時 及 び 洗 浄 時 に お い て 、 配 線 と パ ッ ド
と を 同 時 に 露 出 さ せ な い こ と 、 ま た は 、 配 線 と パ ッ ド と が 電 気 的 に 接 続 さ れ な い 状 態 に す
る こ と の ２ つ が 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 以 下 に 説 明 す る 本 発 明 は 、 こ の 考 え に 基 づ い て
な さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
図 １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） ， 図 ２ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 工 程 で 、 半 導 体 素 子 と 、 複 数 の 配 線 層 と 、 Ｃ ｕ 配 線 と の 接 続 を 目
的 と す る プ ラ グ と が 設 け ら れ た 基 板 ３ １ を 準 備 す る 。 基 板 ３ １ は 半 導 体 基 板 で も よ い し 、
Ｓ Ｏ Ｉ （ Ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ 　 ｏ ｎ 　 Ｉ ｎ ｓ ｕ ｌ ａ ｔ ｏ ｒ ） 基 板 で も よ い 。 な お 、 図 １ で は 、
最 上 の 配 線 層 の み を 示 し て お り 、 他 の 配 線 層 や 半 導 体 素 子 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
次 に 、 基 板 ３ １ 上 に 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 堆 積 し て 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ を 形 成 す る 。 そ の 後
、 第 １ の マ ス ク を 用 い て 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ を リ ソ グ ラ フ ィ ー 処 理 及 び ド ラ イ エ ッ チ ン グ す る
こ と に よ り 、 配 線 用 の 第 １ ト レ ン チ ３ ３ を 形 成 す る 。 例 え ば 、 図 示 し て い る 第 １ ト レ ン チ
３ ３ の 深 さ は 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ で 、 幅 は ０ ． ２ ２ μ ｍ 、 長 さ は ８ ０ μ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 工 程 で 、 第 １ ト レ ン チ ３ ３ を 含 む 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 上 に タ ン タ ル ま
た は 窒 化 タ ン タ ル を 堆 積 後 、 シ ー ド 銅 を 堆 積 す る 。 次 い で 、 電 解 め っ き 法 に よ り 基 板 上 に
Ｃ ｕ を 堆 積 し て 、 厚 さ ６ ０ ０ ｎ ｍ の Ｃ ｕ 膜 を 形 成 す る 。 こ の と き の め っ き 条 件 は 、 幅 の 狭
い ト レ ン チ を 埋 め る た め 、 埋 め 込 み 性 の 良 好 な 条 件 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
そ の 後 、 Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ が 露 出 す る ま で タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と 、 Ｃ
ｕ 膜 と を 研 磨 し 、 第 １ ト レ ン チ ３ ３ を 覆 う バ リ ア メ タ ル （ 図 示 せ ず ） と 第 １ ト レ ン チ ３ ３
を 埋 め る Ｃ ｕ か ら な る 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
次 に 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す 工 程 で 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 基 板 上 に 堆 積 し 、 厚 さ ４ ０ ０ ｎ
ｍ の 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
続 い て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 工 程 で 、 第 ２ の マ ス ク を 用 い て 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 及 び 第 ２ 絶 縁 膜
３ ５ に リ ソ グ ラ フ ィ 処 理 及 び ド ラ イ エ ッ チ ン グ を 施 す こ と に よ り 、 深 さ ８ ０ ０ ｎ ｍ で 幅 と
長 さ が 共 に ５ ０ μ ｍ の 第 ２ ト レ ン チ ４ １ を 形 成 す る 。 な お 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ の 際 に は シ
リ コ ン 酸 化 膜 を 選 択 的 に エ ッ チ ン グ す る た め 、 第 ２ ト レ ン チ ４ １ 内 で は 第 １ 埋 め 込 み 配 線
３ ４ の 一 部 が 露 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
次 に 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 工 程 で 、 タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と 、 シ ー ド 銅 を 順 次 堆 積 す
る 。 次 い で 、 電 解 め っ き 法 に よ り 、 基 板 上 に Ｃ ｕ を 堆 積 し 、 厚 さ １ ０ ０ ０ μ ｍ の Ｃ ｕ 膜 を
形 成 す る 。 こ こ で 、 電 解 め っ き 法 の 条 件 は 、 埋 め 込 み 性 よ り も 表 面 段 差 を 小 さ く す る こ と
を 優 先 す る 条 件 で 行 な う 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
そ の 後 、 Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ が 露 出 す る ま で タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と 、 Ｃ

10

20

30

40

50

(13) JP 2004-63996 A 2004.2.26



ｕ 膜 と を 研 磨 す る こ と に よ り 、 第 ２ ト レ ン チ ４ １ を 覆 う バ リ ア メ タ ル （ 図 示 せ ず ） と 第 ２
ト レ ン チ ４ １ を 埋 め る Ｃ ｕ か ら な る 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 形 成 す る 。 こ の 第 ２ 埋 め 込 み
配 線 ４ ２ は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な っ て い る 。 な お 、 加 工 圧 力 、 研 磨 パ ッ ド と ウ エ ハ と
の 相 対 速 度 、 パ ッ ド 硬 度 な ど の Ｃ Ｍ Ｐ の 条 件 は 、 最 も 大 き い ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で の デ ィ
ッ シ ン グ が 小 さ く な る よ う な 条 件 と す る 。 こ こ で 、 デ ィ ッ シ ン グ と は 、 埋 め 込 み 配 線 の 中
央 部 が Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 に よ っ て へ こ む こ と で 生 じ る 表 面 段 差 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
次 に 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す 工 程 で 、 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ 及 び 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 上 に シ リ コ
ン 酸 化 膜 を 堆 積 し て 第 ３ 絶 縁 膜 ４ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
次 い で 、 第 ３ 絶 縁 膜 ４ ３ の う ち 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ （ ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド ） の 上 に 位 置
す る 部 分 を 開 口 し 、 ス パ ッ タ 法 に よ り ア ル ミ 合 金 を 堆 積 す る 。 そ の 後 、 ア ル ミ 合 金 を リ ソ
グ ラ フ ィ ー 処 理 及 び エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り ア ル ミ 合 金 か ら な る 接 続 部 材 ４ ４ を 形 成 す
る 。 次 に 、 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 基 板 上 に 堆 積 し て か ら 接 続 部 材 ４ ４ が 露 出 す る よ う に
シ リ コ ン 酸 化 膜 を 開 口 す る こ と で 、 保 護 膜 ４ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
以 上 の 工 程 に よ り 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 図 １ （ ｂ ） 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す い ず れ の Ｃ
Ｍ Ｐ 工 程 に お い て も 幅 の 狭 い 配 線 と 幅 の 広 い パ ッ ド 部 分 が 同 時 に 研 磨 液 に 接 触 す る こ と が
な い の で 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 終 端 部 で 腐 食 が 発 生 す る こ と は な い 。 ま た 、 研 磨 後 の
洗 浄 工 程 に つ い て も 同 様 で あ る 。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 方 法 に よ れ ば 、 所 定 の 配 線 面 積
を 確 保 す る こ と が で き る の で 、 配 線 抵 抗 の 増 大 と マ イ グ レ ー シ ョ ン に よ る 断 線 と を 効 果 的
に 防 ぐ こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 方 法 に よ れ ば 、 信 頼 度 が 高 い 半 導 体 装 置 を
従 来 よ り も 高 い 歩 留 ま り で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
ま た 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 厚 み を 配 線 の 深 さ に よ ら ず 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る の で
、 Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 で 多 少 の デ ィ ッ シ ン グ が 生 じ て も 、 必 要 な 断 面 積 を 確 保 す る こ と が で き る の
で 、 抵 抗 の 増 大 を 防 ぎ 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
以 上 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 半 導
体 素 子 及 び 複 数 の 配 線 層 を 有 す る 基 板 ３ １ と 、 基 板 ３ １ 上 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ と
、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ に 設 け ら れ 、 Ｃ ｕ か
ら な る 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 及 び 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ に 設 け ら れ 、 Ｃ ｕ か
ら な る ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ と 、 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ 上 に
設 け ら れ 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 上 に 位 置 す る 領 域 が 開 口 し た 第 ３ 絶 縁 膜 ４ ３ と 、 第 ２
埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 上 に 設 け ら れ ア ル ミ 合 金 か ら な る 接 続 部 材 ４ ４ と 、 第 ３ 絶 縁 膜 ４ ３ 上
に 設 け ら れ 、 接 続 部 材 ４ ４ の 上 方 が 開 口 し た 保 護 膜 ４ ５ と を 備 え て い る 。 ま た 、 第 １ 埋 め
込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ と は 共 に 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
な お 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 接 続 部 材 ４ ４ を 設 け ず に 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド で あ る 第 ２ 埋 め
込 み 配 線 ４ ２ が 直 接 ワ イ ヤ ま た は Ｂ Ｇ Ａ （ Ｂ ａ ｌ ｌ 　 Ｇ ｒ ｉ ｄ 　 Ａ ｒ ｒ ａ ｙ ） の バ ン プ な
ど 、 外 部 の 接 続 部 材 と 接 続 し て い て も よ い 。 た だ し 、 Ｃ ｕ は 酸 化 し や す く 、 酸 化 銅 は 接 続
部 材 と の 密 着 性 が 悪 い た め 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 上 面 に 生 じ る 酸 化 銅 は 、 あ ら か じ め
除 去 し て お か な け れ ば な ら な い 。 こ の 例 に お い て も 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 と 同 様 、 ボ
ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 膜 厚 を 厚 く す る こ と が で き る の で 、 Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 で 多 少 の デ ィ ッ シ ン グ
が 生 じ て も 、 所 定 の 断 面 積 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 従 来 の 半 導 体 装 置 に 比 べ
抵 抗 を 低 減 し 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が ２ つ に 分 断 さ れ て 設 け ら れ 、 分
断 さ れ た 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が そ の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 介 し て 接 続
さ れ る 構 造 で あ っ て も よ い 。 こ の 変 形 例 で も 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線
４ ２ と は 同 一 の 最 上 配 線 層 内 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
な お 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の う ち 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 直 下 の も の は 、 配 線 幅 を 任
意 に 設 定 で き る 。 例 え ば 、 配 線 幅 を 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ と 同 じ と し て も よ い し 、 も 一 方
の 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 幅 と 同 じ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
こ の 変 形 例 の 場 合 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 例 に 比 べ て 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が 第 ２ ト レ ン チ ４
１ の 形 成 時 に 受 け る エ ッ チ ン グ ダ メ ー ジ を 低 減 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 第 ２ ト レ ン チ
４ １ が 浅 い 場 合 に は 、 エ ッ チ ン グ 量 が 少 な く な る た め で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
ま た 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 直 下 に 位 置 す る 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 幅 が 広 い 場 合 、 ボ
ン デ ィ ン グ パ ッ ド 部 が 積 層 構 造 と な り 、 第 ２ ト レ ン チ ４ １ 上 に Ｃ ｕ を 堆 積 す る 際 の 堆 積 膜
厚 を 薄 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｃ ｕ を 堆 積 し た 時 の 表 面 段 差 を 小 さ く す る こ と
が で き る の で 、 Ｃ Ｍ Ｐ 時 に オ ー バ ー 研 磨 を す る 必 要 が な く な り 、 研 磨 時 間 の 短 縮 を 図 る こ
と が で き る 。 結 果 と し て 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド に 生 じ る デ ィ ッ シ ン グ を 低 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
ま た 、 図 ７ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 に お い て 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 と 第 ２ 埋
め 込 み 配 線 の 構 成 材 料 が 互 い に 異 な っ て い る 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
同 図 （ ａ ） に 示 す 例 で は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が Ｃ ｕ か ら な り 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 は Ａ
ｌ ま た は Ａ ｌ 合 金 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
埋 め 込 み 配 線 が Ｃ ｕ か ら 構 成 さ れ る 場 合 、 第 ３ 絶 縁 膜 ４ ３ を 開 口 し て 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４
２ （ 図 ２ 参 照 ） を 露 出 さ せ る 際 に 露 出 部 に 酸 化 銅 が 生 じ て し ま う 。 本 変 形 例 で は 、 第 ２ 埋
め 込 み 配 線 ５ ２ を Ａ ｌ ま た は Ａ ｌ 合 金 で 形 成 し て い る の で 、 Ａ ｌ の 接 続 部 材 を 用 い な く て
も 直 接 ワ イ ヤ や バ ン プ と 接 続 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 場 合 の 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５
２ は 、 ス パ ッ タ 法 に よ り 基 板 上 に Ａ ｌ を 堆 積 し 、 そ れ を Ｃ Ｍ Ｐ で 研 磨 す る こ と に よ り 形 成
す る 。 こ の 場 合 、 バ リ ア メ タ ル は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
ま た 、 図 ８ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 形 成 後 に Ｃ Ｍ Ｐ を 行 わ な い 場 合 の 本
発 明 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
同 図 （ ａ ） に 示 す 半 導 体 装 置 で は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 工 程 に お い て 、 第 ２ ト レ ン チ ４ １ 上
に Ａ ｌ 合 金 を ス パ ッ タ 法 に よ り 堆 積 し た 後 、 Ａ ｌ 合 金 に リ ソ グ ラ フ ィ ー 処 理 と エ ッ チ ン グ
を 施 し て Ｃ Ｍ Ｐ を 用 い ず に 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ３ を 形 成 す る 。 こ の 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ３
は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て ワ イ ヤ や バ ン プ な ど と 直 接 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 方 法 で も
、 埋 め 込 み 配 線 で の 腐 食 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
な お 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ２ の 材 料 は Ａ ｌ や Ａ ｌ 合 金 に 限 ら ず 、 銀 、 金 、 白 金 な ど の 酸 化
し に く い 材 料 、 あ る い は ワ イ ヤ 等 と の 密 着 性 の よ い 材 料 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 １ 埋 め
込 み 配 線 ３ ４ の 材 料 も Ｃ ｕ に 限 ら ず 銀 、 金 、 白 金 、 Ａ ｌ 、 タ ン グ ス テ ン や こ れ ら の う ち い
ず れ か を 含 む 合 金 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 に お い て 、 こ の バ リ ア メ タ ル の 材 料 と し て は 、 タ ン タ ル 、
窒 化 タ ン タ ル の 他 に 、 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン 、 タ ン グ ス テ ン 、 窒 化 タ ン グ ス テ ン な ど が 挙 げ
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ら れ る 。 ま た 、 配 線 材 料 が Ｃ ｕ 以 外 の 場 合 は 、 バ リ ア メ タ ル は 必 ず し も 必 要 で は な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
な お 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 に お い て 、 １ つ の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド を 例 に と っ て 説 明 し
た が 、 実 際 の 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 は 、 同 時 に 形 成 さ れ る 複 数 の ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な っ て
い る 。 た だ し 、 腐 食 を 防 ぐ た め 、 各 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の サ イ ズ が 異 な る 場 合 に は 、 Ｃ Ｍ
Ｐ 時 に 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 同 士 が 接 続 さ れ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
以 上 の 説 明 で は 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 す る 例 を 示 し た が 、
配 線 幅 が ２ ０ μ ｍ を 越 え る も の と し て 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 他 に 電 源 ラ イ ン や 接 地 ラ イ
ン が 考 え ら れ る 。 従 来 で は 電 源 ラ イ ン や 接 地 ラ イ ン が 通 常 の 配 線 と 同 時 に 形 成 さ れ て い た
た め に 、 配 線 側 に 腐 食 が 起 こ っ て い た が 、 本 実 施 形 態 の 方 法 に よ れ ば 、 電 源 ラ イ ン ま た は
接 地 ラ イ ン を 埋 め 込 み 配 線 と 別 工 程 で 形 成 す る の で 、 腐 食 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
こ の 場 合 に は 、 電 源 ラ イ ン ま た は 接 地 ラ イ ン は 最 上 の 配 線 層 以 外 の 配 線 層 内 に も 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 方 法 は 、 幅 が 広 い 方 の 配 線 幅 が ２ ０ μ ｍ 以 上 の 場 合 に 特 に 有 効 で あ る
が 、 そ れ 以 下 で も あ る 程 度 の 腐 食 抑 制 効 果 は 期 待 で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 と し て 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な る 半 導 体 装
置 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 素 子 と 複 数 の 配 線 層 が 設 け
ら れ た 基 板 （ 図 示 せ ず ） と 、 基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ に 設
け ら れ 、 Ｃ ｕ か ら 構 成 さ れ る 複 数 の 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 上 に
設 け ら れ た 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ と 、 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ に 設 け ら れ た Ｃ ｕ か ら な る 第 ２ 埋 め 込 み 配
線 ４ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ は 、 ３ つ に 分 割 さ れ て 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４
は 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 介 し て 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４
の 厚 み は ４ ０ ０ ｎ ｍ で 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の う ち 図 ４ （ ａ ） の 中 央 部 と 左 側 に 位 置 す
る 部 分 は 配 線 と し て 機 能 し 、 そ の 幅 は 、 例 え ば ０ ． ２ ２ μ ｍ で あ る 。 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３
４ の う ち 、 右 側 に 位 置 す る 部 分 は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 機 能 し 、 そ の 幅 は ５ ０ μ ｍ
と な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
ま た 、 図 示 し な い が 、 実 際 に は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 上 に Ａ ｌ 合 金 か ら な る 接 続 部 材 が 設
け ら れ 、 こ れ が ワ イ ヤ や バ ン プ な ど と 接 続 す る よ う に な っ て い る 。 こ れ は 、 図 ５ 及 び 図 ６
に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
通 常 の 半 導 体 装 置 に お い て 、 特 に ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド が 電 源 入 力 パ ッ ド で あ る 場 合 、 該 ボ
ン デ ィ ン グ パ ッ ド か ら 延 び る 配 線 で 電 流 密 度 が 非 常 に 大 き く な る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す 半 導
体 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 下 に 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 一 部 が 設 け ら れ て
い る の で 、 電 流 が 集 中 す る 部 分 の 配 線 の 断 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 配
線 に お け る 電 流 密 度 の 勾 配 を 緩 や か に す る こ と が で き 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
ま た 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 下 に 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 一 部 が 設 け ら れ て い る こ と で
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、 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る た め の エ ッ チ ン グ の 際 に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が 受 け る 損 傷
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
加 え て 、 こ の 半 導 体 装 置 に お い て 、 埋 め 込 み 配 線 の バ リ ア メ タ ル 材 料 及 び Ｃ ｕ を 堆 積 す る
際 の プ ロ セ ス ウ イ ン ド ウ を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 工 程 に よ り 製 造 さ れ る 。 た だ
形 成 す る 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 形 状 が 異 な る だ け で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
次 に 、 図 ４ （ ｂ ） に は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の も う １ つ の 例 が 示 し て い る 。 こ の 半 導
体 装 置 と 図 ４ （ ａ ） に 示 す 例 と は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 形
状 が 異 な っ て い る 。 こ の 例 で は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が ２ つ に 分 割 さ れ て 形 成 さ れ 、 各
第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ は 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の 例 に 係 る 半
導 体 装 置 で も 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の う ち 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド に な る 部 分 と 配 線 に な
る 部 分 と が 分 割 さ れ て 形 成 さ れ る の で 、 配 線 端 部 に お け る 腐 食 が 防 が れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
こ の 半 導 体 装 置 に よ っ て も 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 下 に 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 一 部 が
設 け ら れ て い る の で 、 配 線 の 断 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 配 線 に お け る
電 流 密 度 を 低 減 す る こ と が で き 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン 耐 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
ま た 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 下 に 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 一 部 が 設 け ら れ て い る こ と で
、 第 ２ ト レ ン チ を 形 成 す る た め の エ ッ チ ン グ の 際 に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が 受 け る 損 傷
を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
加 え て 、 こ の 半 導 体 装 置 に お い て も 、 埋 め 込 み 配 線 の バ リ ア メ タ ル 材 料 及 び Ｃ ｕ を 堆 積 す
る 際 の プ ロ セ ス ウ イ ン ド ウ を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
ま た 、 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
同 図 （ ａ ） に 示 す 半 導 体 装 置 で は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 と 同 様 に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線
３ ４ の 配 線 部 と ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド 部 と が 分 離 し て 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 １ 埋 め 込
み 配 線 ３ ４ の 両 部 分 は 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
本 変 形 例 が 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 半 導 体 装 置 と 異 な る 点 は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と
第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 底 面 が 同 じ 高 さ に あ る こ と で あ る 。 こ の よ う な 構 造 で も 、 配 線 の
端 部 に 腐 食 を 生 じ る こ と が な い 。 ま た 、 電 流 が 集 中 す る 部 分 の 配 線 の 断 面 積 を 大 き く す る
こ と が で き る 。 そ の た め 、 配 線 に お け る 電 流 密 度 の 勾 配 を 緩 や か に す る こ と が で き 、 マ イ
グ レ ー シ ョ ン 耐 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
次 に 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 半 導 体 装 置 で は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と
な っ て お り 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド に 直 接 接 触 し た 配 線 と な っ て い
る 。 そ し て 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 底 面 は 同 じ 高 さ 位 置 に あ り
、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 深 さ は 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 深 さ よ り も 深 く な っ て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
こ の 半 導 体 装 置 に よ れ ば 、 配 線 と な る 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 断 面 積 が 図 ２ （ ｃ ） に 示 す
本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 に 比 べ て 大 き く な っ て い る の で 、 配 線 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き
る 。 な お 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 底 面 位 置 は 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 底 面 位 置 よ り 高 く
し て も よ い 。
【 ０ １ １ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 で は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ を ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と す る
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例 を 説 明 し た が 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ を 電 源 ラ イ ン や 接 地 ラ イ ン に 用 い る こ と も で き る
。
【 ０ １ １ ９ 】
ま た 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） 及 び 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 半 導 体 装 置 に お い て 、 第 ２ 埋 め
込 み 配 線 ４ ２ を め っ き 及 び Ｃ Ｍ Ｐ に よ り 形 成 す る 例 を 示 し た が 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の
材 料 が Ｃ ｕ 以 外 で あ る と き は 、 該 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ を 、 ス パ ッ タ と そ れ に 続 く ド ラ イ
エ ッ チ ン グ に よ っ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
（ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 と し て 、 プ ラ グ と 配 線 と を 同 時 に 形 成 す る 例 を
説 明 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
図 ６ （ ａ ） は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 本 実 施 形 態 の 半
導 体 装 置 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ６ （ ｃ ） は 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 第 ２
の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 は 、 半 導 体 素 子 及 び 複 数 の 配 線 層 を 有
す る 基 板 ３ １ と 、 基 板 ３ １ 上 に 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 内 に 設 け ら
れ た 下 層 配 線 １ ５ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ に 設 け ら れ た 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 、 第 １ 絶 縁 膜
３ ２ 及 び 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ と 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ か ら
第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ に か け て 設 け ら れ た 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ と 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ － 下
層 配 線 １ ５ 間 を 接 続 す る 第 １ プ ラ グ ２ ０ と 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ － 下 層 配 線 １ ５ 間 を 接
続 す る 第 ２ プ ラ グ ２ １ と を 備 え て い る 。 ま た 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線
４ ２ は 共 に 最 上 の 配 線 層 内 に 設 け ら れ 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ は ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な
っ て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
各 配 線 の 幅 は 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が ０ ． ２ ２ μ ｍ で 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ が ５ ０ μ
ｍ で あ る 。 ま た 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 深 さ は ４ ０ ０ ｎ ｍ で 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の
深 さ は ８ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
ま た 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ 、 第 １ プ ラ グ ２ ０ 及 び 第 ２ プ ラ グ ２
１ は Ｃ ｕ で 構 成 さ れ て お り 、 図 示 さ れ な い バ リ ア メ タ ル で 囲 ま れ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 を 簡 単 に 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
ま ず 、 半 導 体 素 子 と 複 数 の 配 線 層 と 下 層 配 線 １ ５ と が 設 け ら れ た 基 板 ３ １ を 準 備 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
次 に 、 基 板 ３ １ 上 に 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 を 堆 積 し て 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ を 形 成 す る 。 そ の 後
、 第 １ の マ ス ク を 用 い て 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ を リ ソ グ ラ フ ィ ー 処 理 及 び ド ラ イ エ ッ チ ン グ す る
こ と に よ り 、 配 線 用 の 第 １ ト レ ン チ と 、 第 １ ト レ ン チ か ら 下 層 配 線 １ ５ に 至 る 第 １ ス ル ー
ホ ー ル と を 形 成 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
次 に 、 第 １ ト レ ン チ と 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 含 む 基 板 上 に タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と シ
ー ド 銅 を 堆 積 し た 後 、 電 解 め っ き 法 に よ り Ｃ ｕ を 堆 積 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
次 い で 、 Ｃ Ｍ Ｐ を 行 っ て 第 １ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 １ プ ラ グ ２ ０ と 第 １ ト レ ン チ を 埋 め
る 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と を 同 時 に 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
次 に 、 基 板 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ を 形 成 し た 後 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 及 び 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ に リ ソ
グ ラ フ ィ 処 理 と エ ッ チ ン グ を 施 し て 第 ２ ト レ ン チ と 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る 。
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【 ０ １ ３ １ 】
そ の 後 、 タ ン タ ル ま た は 窒 化 タ ン タ ル と 、 Ｃ ｕ と を 順 次 堆 積 し た 後 、 Ｃ Ｍ Ｐ を 行 な う こ と
に よ り 、 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 埋 め る 第 ２ プ ラ グ ２ １ と 第 ２ ト レ ン チ を 埋 め る 第 ２ 埋 め 込 み
配 線 ４ ２ と を 同 時 に 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
以 上 の 方 法 に よ り 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 は 製 造 さ れ る 。 こ の 工 程 は 、 い わ ゆ る デ ュ ア
ル ダ マ シ ン 工 程 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 の 方 法 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 方 法 に 比 べ て プ ラ グ と 配 線 と を 同 時 に 形 成
で き る の で 、 製 造 工 程 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
ま た 、 幅 の 広 い 配 線 と 幅 の 狭 い 配 線 と が 別 工 程 に よ り 形 成 さ れ て い る の で 、 第 ２ 埋 め 込 み
配 線 ４ ２ を 形 成 す る 際 の Ｃ Ｍ Ｐ 時 に 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が 研 磨 液 に 触 れ る こ と が な い 。
そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ に 腐 食 を
生 じ る こ と が な い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 方 法 に よ れ ば 、 配 線 と ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と が 間 接 的 に 接 続 さ
れ て い る 場 合 に も 、 配 線 の 腐 食 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
な お 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す 例 の よ う に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ が ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な り
、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ が 配 線 と な る 構 成 を と る こ と も で き る 。 こ の 変 形 例 で は 、 第 １ 埋
め 込 み 配 線 ３ ４ の 幅 が ５ ０ μ ｍ 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ の 幅 が ０ ． ２ ２ μ ｍ と な っ て い る
。
【 ０ １ ３ ７ 】
ま た 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す 変 形 例 の よ う に 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２
と が 基 板 上 に 設 け ら れ た 不 純 物 拡 散 層 ３ ８ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 こ の
際 に は 、 下 層 配 線 １ ５ や 下 層 の 第 ３ プ ラ グ ２ ８ 及 び 第 ４ プ ラ グ ２ ９ な ど を 介 し て 第 １ 埋 め
込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ が 不 純 物 拡 散 層 ３ ８ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い て も
よ い 。 ま た 、 第 １ プ ラ グ ２ ０ と 第 ２ プ ラ グ ２ １ と が 複 数 の 配 線 層 を ま た い で 不 純 物 拡 散 層
３ ８ に 直 接 接 続 さ れ て い て も よ い 。 こ の よ う な 場 合 で も 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ の 腐 食 は
防 が れ て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
な お 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４ ２ と が 半 導 体 素 子 の ゲ ー ト 電 極 を 介 し
て 接 続 さ れ て い る よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な 場 合 で も 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ４
２ に 代 え て 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ を ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と し て 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
ま た 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の よ う に 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ン 工 程 に よ っ て も
第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ と 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ２ と を 互 い に 異 な る 材 料 で 構 成 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 本 変 形 例 に お い て 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 １ プ ラ グ ２ ０ は Ｃ ｕ か ら
な り 、 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ２ 及 び 第 ２ プ ラ グ ２ １ は 例 え ば Ａ ｌ 合 金 か ら な っ て い る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
こ の よ う に 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド と な る 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ２ を Ａ ｌ 合 金 で 構 成 す る こ と
に よ り 、 パ ッ ド の 表 面 酸 化 に よ っ て ワ イ ヤ や バ ン プ と の 接 続 が 不 良 と な る こ と が な く な る
の で 、 製 品 の 信 頼 性 を 高 め 、 且 つ 歩 留 ま り を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
な お 、 本 変 形 例 に お い て も 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ２ の 材 料 と し
て Ｃ ｕ の 他 、 銀 、 金 、 白 金 、 Ａ ｌ 、 タ ン グ ス テ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
ま た 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 本 実 施 形 態 の 半 導 体 装 置 の 変 形 例 の よ う に 、 デ ュ ア ル ダ マ シ ン 工
程 を 用 い る 場 合 で も 、 Ｃ Ｍ Ｐ を 用 い ず に 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ３ を 形 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ４ ３ 】
具 体 的 に は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 半 導 体 装 置 と 同 様 の 方 法 で 第 １ 埋 め 込 み 配 線 ３ ４ 及 び 第 １
プ ラ グ ２ ０ の 形 成 後 、 第 ２ 絶 縁 膜 ３ ５ を 堆 積 す る 。 次 に 、 第 １ 絶 縁 膜 ３ ２ 及 び 第 ２ 絶 縁 膜
３ ５ に リ ソ グ ラ フ ィ ー 処 理 と エ ッ チ ン グ を 施 し て 第 ２ ト レ ン チ と 第 ２ ス ル ー ホ ー ル を 形 成
す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
次 に 、 ス パ ッ タ 法 に よ り Ａ ｌ 合 金 を 基 板 上 に 堆 積 後 、 リ ソ グ ラ フ ィ 処 理 及 び エ ッ チ ン グ に
よ り 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ３ を 形 成 す る 。 次 い で 、 基 板 上 に 保 護 膜 ４ ５ を 形 成 し て か ら 保 護
膜 ４ ５ の 一 部 を 開 口 し て 第 ２ 埋 め 込 み 配 線 ５ ３ を 露 出 さ せ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
こ の よ う な 方 法 で あ っ て も 、 埋 め 込 み 配 線 の 腐 食 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ａ ｌ な
ど の 接 続 部 材 を 設 け な く と も 、 直 接 ワ イ ヤ な ど に 接 続 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド や 電 源 ラ イ ン 、 接 地 ラ イ ン
な ど と し て 機 能 す る 幅 の 広 い 配 線 と 通 常 の 埋 め 込 み 配 線 と を 形 成 す る た め の Ｃ Ｍ Ｐ 工 程 に
お い て 、 通 常 の 配 線 と 幅 の 広 い 配 線 と を 分 離 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 通 常 の 配 線 の 端 部
に 腐 食 が 生 じ る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 は 、 埋 め 込 み 配 線
が 腐 食 さ れ な い の で 、 配 線 抵 抗 が 設 計 通 り と な っ て お り 、 動 作 の 信 頼 性 が 向 上 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の う ち
、 第 ２ 絶 縁 膜 の 形 成 工 程 ま で を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 の う ち 、 保 護 膜
を 形 成 す る 工 程 ま で を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 例 を 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ
） は 、 該 半 導 体 装 置 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ６ （ ｃ ） は 、 該 半 導 体 装 置 の 第 ２
の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る
【 図 ７ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 半 導 体 装 置 に お い て 、 第 １ 埋 め 込 み 配 線 と 第 ２ 埋 め
込 み 配 線 の 構 成 材 料 が 互 い に 異 な っ て い る 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 ボ ン デ ィ ン グ パ ッ ド の 形 成 後 に Ｃ Ｍ Ｐ を 行 わ な い 場 合 の 本 発
明 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 従 来 の 埋 め 込 み 配 線 技 術 を 用 い た 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ５ 　 　 　 　 　 　 　 下 層 配 線
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ プ ラ グ
２ １ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ プ ラ グ
２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ プ ラ グ
２ ９ 　 　 　 　 　 　 　 第 ４ プ ラ グ
３ １ 　 　 　 　 　 　 　 基 板
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ 絶 縁 膜
３ ３ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ ト レ ン チ
３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 第 １ 埋 め 込 み 配 線
３ ５ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ 絶 縁 膜
３ ８ 　 　 　 　 　 　 　 不 純 物 拡 散 層
４ １ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ ト レ ン チ
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４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 第 ２ 埋 め 込 み 配 線
４ ３ 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ 絶 縁 膜
４ ４ 　 　 　 　 　 　 　 接 続 部 材
４ ５ 　 　 　 　 　 　 　 保 護 膜

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(23) JP 2004-63996 A 2004.2.26



フロントページの続き

(74)代理人  100115510
            弁理士　手島　勝
(74)代理人  100115691
            弁理士　藤田　篤史
(72)発明者  松本　宗之
            大阪府門真市大字門真１００６番地　　松下電器産業株式会社内
Ｆターム(参考) 5F033 HH07  HH08  HH09  HH11  HH13  HH14  HH18  HH19  HH21  HH32
　　　　 　　        HH33  HH34  JJ01  JJ09  JJ11  JJ21  JJ32  KK11  KK21  KK32
　　　　 　　        MM01  MM02  MM12  MM13  MM17  NN06  NN07  PP15  PP27  QQ08
　　　　 　　        QQ09  QQ11  QQ37  QQ48  VV04  VV05  VV07  WW01  XX01  XX05
　　　　 　　        XX18
　　　　 　　  5F044 EE08  EE14  EE21

(24) JP 2004-63996 A 2004.2.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

